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第９回崇城大学ビジネスプランコンテスト
令和５年度熊本県ｵｰﾌﾟﾝﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝﾍﾟﾃｨｼｮﾝ

優勝/県知事賞 受賞！

12月9日（土）に実施さ
れた第９回崇城大学ビジ
ネスプランコンテスト、令
和５年度熊本県オープン
ビジネスコンペティション
に自然科学部が参加しま
した。応募総数156チー
ムのファイナリスト９本に
選出され、優勝（副賞50

万獲得）と熊本県知事賞
を受賞しました。ビジネス
プランの題名は「元素対
戦」です。同大会で高校
生が優勝するのは初の快
挙となり、またNICT賞も
同時受賞しました。この
副賞として起業家甲子園
挑戦権と２月にアメリカの

シリコンバレーで行われ
るブートキャンプが贈られ
ました。3月13日に行わ
れる起業家甲子園では、
全国から選出された高専
生や大学生等の1２チー
ムと共に、総務大臣賞を
目指して発表実施予定
です。

図１ 崇城大学ビジネスプランコンテスト表彰式の様子
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図2KSC担当者交流会における
共創ワークショップの様子

11月２９日（水）に熊
本県サイエンスコンソー
シアム（KSC）担当者交
流会が実施されました。
今回は、「科学技術人材
育成のためのマクロルー
ブリックの作成を目指し
て」をテーマに、まずは熊
本北高校の運営指導委
員で熊本大学准教授の
川越明日香氏による
ルーブリックに関する講
演会を実施しました。
その後、本校職員が
ファシリテーターとして立
ち、これまで熊本北高校
で実施してきたマクロ
ルーブリック作成プロセ
ス

熊本北高校SSH研究開発の成果普及

KSCにて共創ﾜー ｸｼｮｯﾌ゚ 実施

ワークショップでは、各校のス
クールポリシーやルーブリックか
ら、目指す生徒像の要素を抽出
しました。その後、グループ内で
共有し、共通する要素が多いも
のから順にカテゴリー分けをして
いきました。最後には、会場全体
の共通点をメタKJ法で抽出しま
した。高大接続も見据え、ＫＳＣ全
体を包括するスーパールーブリッ
ク作成に向けて、今後も支援を
行っていきます。

KSCｽｰﾊﾟｰﾙｰﾌﾞﾘｯｸ作成に向けて

図3 会場全体の成果物

スを参考にしたワーク
ショップを実施しました。
参加者の満足度はや

や満足、満足合わせて
100%にな り ま した 。
【参加者の声から抜粋】
〇熊本県全体で科学的
人材育成を目線合わせ
する、言語化する事はと
ても重要だと思いました。
〇多くの学校が悩んでい
る評価についてのワーク
ショップだったので、とて
も参考になりました。
〇理科・数学以外の教
科担当の先生方もご参
加いただけていたのが
良かった。


